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神宮寺・峰吉川間は
三線軌となっており、
秋田新幹線のすれ
違いが可能です。

　列車の高速化に対応して、線路を強化しています。レールは断面の大きな50Nや60kg
レールに、マクラギは木マクラギからPCマクラギ（コンクリート）に取り替えてきました。
　また、線路設備の保守・点検作業も従来の人力中心からマルチプルタイタンパ、レール
削正車、高速軌道検測車など機械化の導入を進め、一層の効率化をはかっています。

（２014年３月３1日現在）（単位：㎞）

（単位：㎞）

（２014年３月３1日現在） （２014年３月３1日現在）

※トンネル数は坑口の合計

（２014年３月３1日現在）

（２014年３月３1日現在）
（２014年３月３1日現在）

※新幹線・在来線の本線のみを対象

６０㎏以上 ５０㎏以上〜６０㎏未満 ４０㎏以上〜５０㎏未満 ４０㎏未満 合　計

4,10３
３5.5％

７,0７8
61.２％

３55
３.1％

２1
0.２％

在来線９,4３７
11,55７

新幹線２,1２0

高架橋延長キロ 立体交差箇所

6７8㎞
こ線道路橋　２,３７5カ所 合計

 ９,３７4カ所架　道　橋　6,９９９カ所

延長キロ 導入線区

２51㎞
山手線
中央快速線（東京〜三鷹）
京浜東北線（〈川崎〉〜東京〜〈川口〉）など

トンネル 1,２７２（９２７㎞）

橋りょう 14,７8７（415㎞）

軌道モータカー（除雪装置付き） 投排雪保守用車

ラッセル ロータリー

在来線 16 11３ ２７

新幹線 5 ７ 4

新幹線 在来線 合計

複線化キロ 1,1３5㎞ ２,51９㎞ ３,654㎞

複線化率 100％ 40％ 4９％

線路・土木構造物

●レール重量別本線軌道延長

●高架橋延長キロおよび立体交差箇所数 ●省力化軌道延長キロ

●ロングレール延長キロ（在来線の本線） ●PCマクラギ化率（在来線の本線）

●単線・複線別線路網図

●トンネルおよび橋りょう数 ●除雪用軌道モータカー数 ●複線化率

年度 2００9 2０1０ 2０11 2０12 2０13

ロングレール延長 5,58３ 5,401 5,414 5,46７ 5,485

ロングレール化率 58％ 5７％ 5７％ 58％ 58％

年度 2００9 2０1０ 2０11 2０12 2０13

PCマクラギ化率 ７0％ 6９％ ７0％ ７0％ ７1％
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マルチプルタイタンパ
　線路のレールには、列車の荷重が繰り
返しかかりますが、それによって徐々に
生じた線路の縦、横方向の凹凸を、まっ
すぐに直す大型機械が「マルチプルタイ
タンパ」です。
　マルチプルタイタンパには、ハイテク
装置が装備されているとともに、オペ
レーターが常時地上に降りて作業を行わ
なくても良いように、各種安全装置が装
備されています。
　また、分岐器部の複雑な箇所を保守す
る分岐器用のマルチプルタイタンパもあ
ります。
 （オーストリア、スイスから導入）

0９-4７5型　在40台、幹1台 RR16M6B型　在6台、幹5台

バラストレギュレータ
　マルチプルタイタンパのつき固め作業
後の道床整理作業を行う機械で、従来人
手で行っていた道床のかき上げ、締め固
め、整理を1台で行うことができます。
 （オーストリアから導入）

KSP-２00２型　３７台

GA-100型　３９台

●保守用機械

●検査用機械

軌道モータカー
（ロータリー）

　降雪地区で活躍するのがこの軌道モー
タカー（ロータリー）であり、降雪後の
雪を線路外に排雪するラッセル装置およ
び雪を遠くへ飛ばすロータリー装置が装
備されています。また、線路外に積もっ
た雪を切り落とす段切装置が備えられて
います。　　　　　　　　　　　（国産）

レール削正車
　線路のレールは、列車の車輪と直接接
触することから、レール表面に微小な凹
凸が生じたり、レール溶接部に微小な凹
凸が発生したりします。これまでは、
レールを交換することにより対応してき
ましたが、最近の研究により、レール表
面の疲労層と呼ばれる部分を除去するこ
とにより、交換周期の延伸ができること
がわかりました。そこで、レール表面を
削り取ることができる大型機械の「レー
ル削正車」を導入し、列車頻度の高い首
都圏を中心として運用しています。
 （スイス・アメリカから導入）

新幹線電気･軌道総合検測車 
（East i）

　新幹線の軌道や電気設備を定期的（10
日に1回）に検査する車両です。6両編成
のEast iは、営業列車と同じ最高速度
２７5km/hの高速走行で軌道の変位や乗り
心地、トロリ線の摩耗などの測定や信号
設備の機能確認を行うことができます。
 （国産）

在来線電気･
軌道総合検測車     

（East i-E、East i-D）
　在来線の軌道や電気設備を定期的に検
査する車両で、電車タイプ（East i-E）
と気動車タイプ（East i-D）の２編成があ
ります。電車タイプ（East i-E）は1３0km/
h、気動車タイプ（East i-D）は110km/h
での検測が可能で、軌道の変位や、前方
画像データなどの測定ができます。 
　　　　　　　　　　　　　　　 （国産）

レール探傷・摩耗測定車     
（N-RIC）

　レール内部の傷や表面の摩耗量を超
音波や光を利用して走行しながら測定し
ます。 （国産）

建築限界測定車
　1９３７年に製作された旧建築限界測定車
（オイラン車）に代わるものとして開発さ
れました。旧型車が矢羽で限界支障の有
無を確認するのみであったのに対して、
新型車は、光を照射し支障物までの距離
を連続的に、かつ高速に測定します。
　1９９8年度から運用を開始し、当社管内
全線を1台で定期的に測定しています。
 （国産）

トンネル覆工表面撮影車
　トンネル覆工表面撮影車は、トンネル
の覆工表面の状態を、レーザー光を用い
た計測システムにより画像のデータとし
て撮影し記録します。測定した画像デー
タは解析処理を行うことにより、精度の
高いトンネル覆工の展開図を作成するこ
とができます。 （国産）

線路下空洞探査車
　線路下空洞探査車は、レーダーを用い
て線路下の地中の状態を探査する装置で
す。探査したデータを解析することによ
り空洞の有無を判定することが可能とな
り、路盤陥没による重大事故を未然に防
止することができます。　　　　（国産）

トンネル覆工検査車
　トンネル覆工検査車は、トンネル覆工
コンクリート内部の状況を立体的に把握
できるマルチパス方式のレーダーを搭載
した検査車です。トンネル覆工表面撮影
車の測定データから得られるトンネル覆
工展開画像と組み合わせ使用することに
よって、トンネル検査の精度向上等がは
かられます。　　　　　　　　   （国産）

MCR-600　在11３台、幹７台

1台 1台

２台 ２台

在5台、幹1台 1台

4台

新幹線確認車
　新幹線の列車が安全に運行できるよ
う、初列車が運行される前に、毎日線路
の確認を行っていますが、これを行うの
が確認車です。新型確認車は、画像処理
装置を搭載し、線路内の支障物を漏れな
く検知することができます。 （国産）

（２014年３月３1日現在）
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